
 

生－５－１ 

 

東六郷
ひがしろくごう

スタイル 授 業 中
じゅぎょうちゅう

の基本
き ほ ん

 
 

○授 業 中
じゅぎょうちゅう

の姿勢
し せ い

 

・話
はなし

を聞く
き

ときは、いすを引
ひ

き、姿勢
し せ い

を良
よ

くする。 

  やってはいけないこと 

 ・いすの前
まえ

の脚
あし

を上げて
あ

、後
うし

ろに反った
そ

ような状態
じょうたい

をとること（危ない
あぶ

）足
あし

を組む
く

こと、

うつぶせのような姿勢
し せ い

や、いすの上
うえ

に乗る
の

こと。 

○話
はなし

の聞き方
き   かた

  

先生
せんせい

の話
はなし

 

 ・姿勢
しせい

良く
よ

先生
せんせい

の目
め

を見て
み

、膝
ひざ

に手
て

を置いて
お

黙って
だま

聞く
き

。 

 ・先生
せんせい

が、「お話
はなし

をします」と言ったら
い

、先生
せんせい

の方
ほう

を静か
しず

に向いて
む

（おへそを向ける
む

）

聞く。（グループになっていて向きづらい
む

ときは、いすの方向
ほうこう

を変える
か

。） 

 ・メモを取
と

ったり作業
さぎょう

をしたりする指示
しじ

があったときは、聞きながら
き

作業
さぎょう

をする。 

  友達
ともだち

の話
はなし

（発表
はっぴょう

） 

 ・発表
はっぴょう

している人
ひと

の方
ほう

を向いて
む

聞く
き

。 

 ・わかったり、納得
なっとく

できたりしたときは、うなずく。 

 ・発表
はっぴょう

が終わる
お

まで、黙って
だま

聞く
き

。 

 

○手
て

のあげ方
    かた

 発表
はっぴょう

・聞き方
き   かた

 

・手
て

をあげるときは「はい」の声
こえ

はあげない。 

・背筋
せすじ

を伸ばし
の

、先生
せんせい

の方をしっかり見つめ
み

腕
うで

は耳
みみ

につけるくらいにし、まっすぐにの

ばして手
て

を挙げる
あ

。 

 ・先生
せんせい

から名前
なまえ

を言われたら
い

、「はい」と一度
いちど

だけはっきり言い、立って
た

発表
はっぴょう

する。 

  友達
ともだち

の発言中
はつげんちゅう

は、手
て

をあげたり言葉
ことば

をはさんだりしない。発表
はっぴょう

は、みんなに聞
き

こえ

るような声
こえ

ではっきりと発言
はつげん

する。 

・ノートを書
か

いたりプリントを問
と

いたり、絵
え

を描いたり
か

ものをつくったりしているとき

など、特別
とくべつ

に先生
せんせい

の指示
しじ

がない場合
ばあい

は、話
はな

さない。 



 

生－５－１ 

 

授業
じゅぎょう

の始まり
はじ

から休み
やす

時間
じかん

 

○授業
じゅぎょう

の始め
はじ

まで 

 ・次
つぎ

の時間
じ か ん

の準備
じゅんび

（教科書
きょうかしょ

や必要
ひつよう

なものを机
つくえ

の上
うえ

に整頓
せいとん

しておく）がしてあるか確認
かくにん

 

する。 

 ・授業
じゅぎょう

の始まる
はじ

チャイムが鳴った
な

とき、いすに座って
すわ

いるようにする。 

 ・姿勢
しせい

を正して
ただ

、はじめのあいさつをする（チャイムが鳴ったら
な

すぐにあいさつ） 

○ノート 

 ・ノートを書く
か

ときには、下敷き
したじ

を使い
つか

、ノートの下
した

に何
なに

も置かない
お

。 

 ・ノートは、線
せん

やマス目
    め

に沿って
そ

、ていねいに文字
もじ

を書く
か

。 

○読
よ

むとき 

 ・本
ほん

や資料
しりょう

を読む
よ

ときは、先生
せんせい

から特別
とくべつ

な指示
しじ

のない場合
ばあい

は、本
ほん

や資料
しりょう

を両手
りょうて

で持ち
も

、ほ

どよい声
こえ

の大きさ
おお

で読む。 

○学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

 

・学習
がくしゅう

の時
とき

は、黒
くろ

鉛筆
えんぴつ

、赤
あか

青
あお

鉛筆
えんぴつ

を使う
つか

。線
せん

を引く
ひ

時
とき

はミニ定規
じょうぎ

を使う
つか

。 

・鉛筆
えんぴつ

は家でけずる。（折
お

れた時
とき

には、指定
してい

の時間
じ か ん

及び
およ

、休み
やす

時間
じかん

は教室
きょうしつ

のものを

使用
し よ う

） 

・学習
がくしゅう

に不要
ふ よ う

な物
もの

は持
も

ってこない。 

・筆箱
ふでばこ

は箱型
はこがた

のものを使用し、筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

はシンプルで飾
かざ

りのないものを使用
し よ う

する。 

○授業
じゅぎょう

の終わり
お

から休み
やす

時間
じかん

 

 ・姿勢
しせい

を正して
ただ

終わり
お

のあいさつをする。 

 ・次
つぎ

の時間
じかん

の準備
じゅんび

（教科書
きょうかしょ

や必要
ひつよう

なもの）をして、机
つくえ

の位置
いち

を直し
なお

、いすを入れて
い

から

休み
やす

時間
じかん

に入る
はい

。 

 ・教室
きょうしつ

を出る
で

ときに、飛び出ないで
と   で

そっと出る
で

。（ドアを勢い
いきお

よく開けない
あ

） 

 ・校庭
こうてい

などに行く
い

ときは右側
みぎがわ

通行
つうこう

で、階段
かいだん

や廊下
ろうか

を絶対
ぜったい

に走らない。 

 ・犬
いぬ

走
ばし

りは走
はし

らない、ボールはけらない、芝生
し ば ふ

でボールは使わない、チェーンはまたがな

い、朝礼
ちょうれい

台
だい

にのぼらない。 

○専科
せんか

や体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

に行く
い

ときのろうかのなどの歩き方
ある  かた

 

・きちんと並んで
なら

 「おさない しゃべらない 走らない」  

 ・専科
せんか

の教室
きょうしつ

や校庭
こうてい

、体育館
たいいくかん

から戻る
もど

時
とき

も整
せい

列
れつ

し、右側
みぎがわ

通行
つうこう

で静
しず

かに移動
い ど う

をする。 

・専科
せ ん か

の教室
きょうしつ

に入
はい

るとき、帰
かえ

るときは担任
たんにん

の先生
せんせい

を先頭
せんとう

に、元気
げ ん き

よく挨拶
あいさつ

をする。 


